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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞
[院内研修]
　日　時：7月20日（火）、21日（水）17:30～18:30

　場　所：メンタル3階会議室

 　テーマ：｢基本的な接遇｣

　講　師：接遇向上委員会　副委員長　藤田　智樹
[外部研修]
第9回認知症疾患医療センター全国研修会　福井大会

「認知症疾患医療センターの役割　その一歩へ

　～鑑別診断、専門医療相談、地域とのつながり～」

　※詳細については掲示板で確認すること

・今年度の看護グループ研修は、9月まで、対象者にメールで研修資料とミニテストが送信され、テストに答えて返信することで参加となる。研修内容一覧は相談室に掲示。

・救急対応の研修はDVDを利用し部署毎に行う予定であり、カンファレンス勉強会に取り入れていく。
＜全体連絡＞
・利用者様のコロナワクチン接種者リストを作成したので、各利用者様から接種についての情報収集・意向確認を行っていく。
・7月28日(水)避難訓練実施予定。
・夏季期間中のコロナ対策方針について掲示板を参照すること。

・利用者満足度調査の内容を修正する。23日（金）期限厳守の事。

・こころすこやか財団との回線切り離しを行い、今月いっぱいで財団とは内線電話が出来なくなり、来月からは外線で連絡のやりとりをすることとなる。

・勤務表提出が22日(木)までとなっているため、早めに年休申請をお願いします。

＜利用者様情報＞

デイケア
・小野寺　ノリ様～担当ケアマネージャーから昨日連絡が有り、利用日を増やす件について施設内の日課等の兼ね合いを考えると月・水曜日の週2回利用が都合が良いとの事。主治医に許可を頂き、ケアマネジャーへも報告している。週2回利用への変更については、介護食手配の変更もある為、8月2日(月)からの変更となる。なお、送迎について水曜日利用時と同時間帯頃の迎えになること、今後送迎利用者様の変更が有れば送迎時間が変更となる可能性も有る事を伝えている。

ショートケア
・源波　 尚弥様～利用開始直後は他者交流が殆ど無く、個人で過ごす時間が多く観察されていたが、本人が希望する就労支援プログラムの企画運営に参加したと事で、他利用者様と交流図る事が多くなっていた。また、定期的な利用により、夜間の睡眠不足が解消され日中は活動的に過ごす事が出来ていた。2021年、2月より障害者就労移行支援事業所ワークみなとを週5回利用し、就労移行支援を受けていた。今回、希望するA型就労支援施設で就労する事が決まったと本人より連絡があり、それに伴いショートケア利用を終了したいと申し出がある。主治医に報告し、その後の指示にて本日、2021年7月20日ショートケア利用終了となる。

デイナイトケア
・大下　良悦様～先日に引き続き昨日夕食時にも動きのこわばりと振戦が見られていたが、青風荘からの情報提供では今朝には普段同様に穏やかに過ごす事が出来るようになっているとのこと。来所時に昨夕のことを尋ねると「そうなんですよ、またなりました」と話しており、日課当番日に同状態になりやすいが昨日は当番日ではなく何か心の負担になる事が有ったのかを尋ねると「特にないです」と答えられている。青風荘職員に聞くと、リネン交換日であることを負担に感じていた可能性が有ることを話している。デイナイトケアでは奇異な言動はなく穏やかに過ごしている。

・古舘　正行様～昼食時、のどを詰まらせそうになっている場面がありトイレへ誘導し吐かせている。昼食時の見守り体制について再度検討が必要となっている。

＜祝日等プログラム案＞
7/22（木）　　DC：調理･･･サラダうどん、フルーチェ
　　DNC：おやつ作り･･･簡単わらび餅　東京オリンピック観戦等
7/23（金）　　DC：調理は行わず
　　　　　　　DNC：東京オリンピック観戦等　おやつ：アイスクリーム
8/9（月）　納涼会：調理、スイカ割りなど
8/13（金）・16（月）：お盆
9/20（月）・23（木）：バーベキュー
※詳細については利用者様の意向も確認しながら決定していく予定。
＜カンファレンス情報シート＞
実施日：2021年7月20日（火）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：鳥谷部

検討内容
	氏名
	三田　彩美弓様
	性別
	女
	年齢
	21
	生年月日
	H12.6.8

	主病名
	不安障害
	合併症
	うつ病

	治療方針（医師の指示）
	1､ 基本的生活習慣の習得。4、対人関係の改善
2､ 情緒/感情面の安定化　　5、作業能力/持続性の向上
3､ 意欲/活動性の向上　　　6、病識を身につける

	本人希望
	・日中活動の場としてデイケアを利用したい。
・エアロビで体力をつけたい。

	家族希望
	本人の希望に沿いたい。

	入院歴
	計1回（最終：令和3年4月15日～令和3年5月13日　）

	通所歴
	なし
＊令和3年6月3日～ショートケア開始。

	その他サービス利用
	なし

	住居：両親と姉、本人の同居

	家族構成

両親と姉、本人の4人暮らし

	利用制度
	障害者手帳は作る意思はない。
	
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


＜利用までの経過＞

岩手県の大学へ進学したが、R1.11月頃より泣きながら「1人暮らしが辛い」等と母親に電話を掛けてくるようになる。学校生活もうまくいかず、不安感や拒食の症状あり、現在休学中。希死念慮あり、はちのへファミリークリニックより当院紹介となり、R2.12.28初診し、薬物療法、通院継続。自宅での姉との関係性が悪い事等から入院希望があり、環境調整、薬剤調整目的にてR3.4.15当院受診し任意入院となる。入院後は徐々に強迫的行動は軽減傾向で食事摂取量は少しずつ増えている。夜間の睡眠も概ね良好。外泊訓練では問題がなく病状安定した為、主治医、はちのへファミリークリニックの主治医と相談、調整を行いR3.5.13自宅退院となる。
【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	日中活動の場として、来所が継続できる。
	①不安や悩み事を相談する事が出来る。
	①不調を生じないように、不安や悩み事の相談が出来る。
	①来所時は病状、体調、を確認し、進路や将来への不安や悩み事について傾聴し、焦らない事と気分転換を図れるように助言する。

	
	②運動を行い、体力向上を図る。
	①エアロビクスに参加し、体力の維持、向上を図る。

	②声掛けをしながら、無理のないように促していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状

（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①不調を生じないように、不安や悩み事の相談が出来る。
	将来の事を悩みすぎていると相談があり、別の大学を卒業して、地方公務員になり、安定した給料を得たいと目標はあるが、気持ちが揺れたり、焦りがあると言う。家族や周囲からも急いで決める必要はないと言われているとの事。
	迷う事や悩む事は悪い事ではないが、それらから身体不調が生じないように、声掛けをしていく。日々の小さな目標を立てて、達成していく事が自身に繋がっていく事を伝えていく。

	①エアロビクスに参加し、体力の維持、向上を図る。
	エアロビでは以前は疲労感や体力面の心配からエアロビ講師と話し合い、15分と決めて取り組んでいたが、徐々に休まずに取り組むことができ、最後まで参加できている。
	引き続き、無理な体勢や動きはしないように助言していく。現在はバス停から青陽館まで送迎を利用しているが、体重が増えて（40㎏が目標）体力がついたら下り坂からバス停まで歩くなど検討していく。


＜その他＞
・自身の病気について
　女性利用者様に「ほそーい。いいなー。」と声を掛けられると、「良くない痩せ方ですよ。摂食障害です。」と返答している。食事は小さめのおにぎりと少量のサラダや茹で野菜、サラダチキン、野菜ジュースを摂取している。自宅ではエンシュアリキッド1缶半飲用している。ご飯の量は徐々に増えている一方で青陽館の畑で採れた野菜を口にするのが「カロリーが気になって怖い。」と言う。
・他利用者様との交流
「さっき、〇〇さん（特定利用者様）にLINEで私のことをいじめようってなってるんだよって言われたんです。どうしたら良いですか？」と話している。本人は利用者様とLINEでの連絡先交換はしておらず、詳しい内容はわからないと。スタッフより怖い気持ちにさせてしまい謝罪をすると「いえ、別に私がいじめられるのは良いんですけど。」と淡々と発言している。利用者様と距離を離して過ごすことも可能であると伝えるが、「1人でいると具合悪くなるので大丈夫です。」とのこと。
上記の件以外は他利用者様と笑顔で交流を持ち過ごす事が多く、家族以外の方と過ごす　　
　と気持ちが落ち着くと言う。
・今後について
コンビニのバイトに興味がある事を話している。コンビニのバイトは以前も経験があるが、体力的に難しいと自覚しており、体重を40㎏まで増やすと目標を決めていると言う。
アルバイトをする事になったらショートケアは続けるか迷っていると言う。
